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【概要】 
文化資源としての作家と文学 
―ラフカディオ・ハーンの可能性― 
 
小泉 凡 
 
はじめに 
作家や文学は、従来、愛読者の鑑賞対象、研究者の研究対象、愛好者の顕彰対象としておも
に機能してきたと言えるのではないだろうか。近年、ハーンに関していえば、さらにこの枠が
拡大され、研究成果を活かした資源化の傾向が世界各地でみられる。本稿では、地域に蓄積さ
れた未評価の文化に光をあて、現代社会に活かそうという文化資源学の着想に基づき、主とし
て筆者自身が関わる実践活動を通して、「資源」としてのラフカディオ・ハーンの可能性につ
いて考えてみたい。 
 
１．資源化の基盤となる研究の広がりと深化 
近年のハーン研究の広がりと深化は、ハーン自身の多面性が根底にあると考えられる。 
かつて精神医学者のイアン・スティーブンスン博士はバージニア大学でハーンの「勝五郎の再
生」に出会い、医療資源としての前世記憶の研究の必要性に気づかされたという。 
ハーンが昭和の戦後史に与えた影響も、マッカーサーや側近ボナー・フェラーズの資料調査
が進めば、新しい側面が見えてくるかもしれない。戦後の象徴天皇制の推進に、ハーンの愛読
者ボナー・フェラーズが果たした役割の重要性はすでに指摘されてきたが、筆者が 2017 年 9
月にマッカーサー記念館アーカイブスを訪問したところ、マッカーサーの個人蔵書中に 7冊の
ハーンの著作があり、マッカーサー自身がハーンを読んでいた可能性もでてきた。 
研究は資源化を考える際のベースとなるもので、多分野からのアプローチによる研究活動の
深化、発展は極めて重要である。 
 
２．小泉八雲記念館の役割 
2016 年 7 月に 32 年ぶりに増床・リニューアルした松江の小泉八雲記念館では、ハーンの基
本情報を通して、ハーンの基底にある「五感の力」と「オープン・マインド」という 21世紀に
必要な感覚や思考を訴える展示としている。第 2展示室に設置した「怪談ルーム」では、松江
出身の俳優・佐野史郎氏の朗読、ギタリスト・山本恭司氏の音楽による山陰の怪談 5話の視聴
ができるようにした。企画展に因んだ関連イベントによる集客、子どもたちや島根県立大生を
対象に教育活動にも力を入れている。開館後、入館者総数は増加していないが、外国人観光客
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は 3－4 倍に、一人あたりの滞在時間は 3倍にも増加している。焼津小泉八雲記念館、池田記念
美術館、富山大学ヘルン文庫などとも連携をはかり、世界への発信とともに地域の生活者の誇
りとなるようなミュージアムを目指していきたい。 
 
３．社会に活かされる「ハーン」（地域教育、地域活性化、文化創造、国際交流） 
(1)子ども塾―スーパーへるんさん講座― 
2004 年から松江市ではハーンの追体験を通して五感力を育む「子ども塾」を開催し、参加し
た小学生の地域文化への関心の高まりを生み出している。ハーン没後百年を迎え、未来の松江
を担う子どもたちに、現代社会におけるハーンの意味を継承する企画として実施した。バーチ
ャルの世界にいる時間が長くなった子どもたちにとって、五感力の欠如は、「感覚を統合して
現実をリアルなものとして感じ取る回路がうまく機能していない」（斎藤孝・山下柚実『「五
感力」を育てる』中公新書ラクレ,2002）ことであり、自分と他者の存在感さえ希薄になるとい
う。ハーンを学ぶのではなく、ハーンが明治の松江で五感を研ぎ澄ませて観察した行為を現代
の松江で追体験することから、「スーパーへるんさん講座」と名付けた。 
「子ども塾」の効果を数字で測ることは難しい。しかし、毎回実施する参加者のアンケート
や記念誌『子ども塾スーパーヘルンさん講座の 10年』に寄せられた文章から総合的に判断する
と、「五感を使うことで地域の気づかなかった魅力を発見できた」「さらにそれを追及して見
たくなった」という点に収斂される。その点では、「子ども塾」の実践は、広い意味の「地域
教育」であり、教育を通じた「地域おこし」であるといえるだろう。 
(2)松江ゴーストツアー―怪談の資源化をめざす文化観光― 
城下町松江に伝わる豊富な怪談を資源化する試みを NPO 法人松江ツーリズム研究会と連携し
手がけている。2005 年にアイルランドの首都ダブリンで「ダブリン・ゴースト・バス―ダブリ
ンのとり憑かれた聖堂の謎解き」を体験したが、そのアイディアと充実した着地型観光プラン
の内容に刺激され、松江でも 2006 年 8 月に試験的に怪談ツアーを実施した。その後、2008 年
度の国土交通省「ニューツーリズム創出・流通促進事業」の助成金を得て、同年 8月から「松
江ゴーストツアー」を開始した。 
実施にあたり語り部を公募し、24名の中から 4名の語り部を選任し、ハーン研究・地域文化
研究・口承文芸研究・語りの技法・ホスピタリティという 5つの観点で研修を実施した。ガイ
ドの質の保証は耳で楽しむ夜の文化探訪ツアーではきわめて重要な意味をもつからだ。内容は、
日没後に松江城内のギリギリ井戸・月照寺・清光院・大雄寺など主にハーンが再話、発信した
怪談ゆかりの地を語りに耳傾けながら 2時間余り徒歩で巡るものだ。 
 2011 年を境に県内者と県外者の比率が大きく逆転し、現在では県外からの参加者が 7割以上
を占めている。2017 年も集客は堅調で、2008 年の開始時からののべ人数は 5172 人、回数は 316
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回に及んだ。全国的にも着地型観光のひとつの見本として注目を集めている。 
さらに、松江ゴーストツアーから、焼津ゴーストツアー、彦根ゴーストツアー、琴浦ミステ
リーツアーという同じ趣旨の着地型観光プランが誕生し、地域の文化資源を活かした活性化に
貢献している。 
(3)松江怪喜宴「松江怪談談義」「怪し会―八雲―」 
2012 年から、作家・怪異蒐集家の木原浩勝氏と共に、怪談の可能性を探求する目的で、「松
江怪談談義」を行っている。そのなかで、木原氏は「境港は妖怪のふるさと、出雲は神々のふ
るさと、雲南は神話のふるさと」と目に見えないものを文化資源として謳っている。ならば、
ハーンが採集、再話した豊かな怪談をもつ松江を「怪談のふるさと」にしようと発言されたこ
とがきっかけで、松江の新しい魅力として「怪談」に光を当てるまちづくりが本格的に動き始
めた。 
その後、声優の茶風林氏が率いる「怪し会」のメンバーにより、ハーンの怪談と現代怪談を
交互に語るイベント「怪し会―八雲―」も同時開催されるようになり、県外からのファンもこ
れに合わせて訪れるようになってきている。 
松江を含む山陰地方にはもともと怪談を育む土壌として、人知を超えた力、すなわちご縁を
大切にする精神風土が存在していたと考えられる。「怪談のまち」は「ご縁を尊ぶまち」でも
あること、また怪談に「一面の真理」を見出したハーンの思いを念頭において、今後も自信を
もって怪談をまちづくりに活かしていくべきだと考えている。 
(4)島根県立短大「ゴーストみやげ研究所」の活動 
筆者の勤務先短大では、怪談やハーンを地域活性化につなげたいと願う学生たちが「ゴース
トみやげ研究所」というサークルを立ち上げ、「芳一の耳まんぢう」、「ろくろ首だんご」、
絵本『耳なし芳一リターンズ』などをすでに制作している。これは、島根県立大学が学生の夢
を叶えるために経済的支援を行う「キラキラドリーム・プロジェクト」での採択がきっかけと
なって誕生したサークルだ。学生中心の産学官連携の在り方として、ふさわしいものと考えて
いる。「芳一の耳まんぢう」は JR松江駅で販売され、人気みやげ商品にもなっている。また地
域のイベントの際には積極的にブースを出してアピールにつとめている。 
静岡県立大学でも細川光洋教授のゼミ学生が、ハーンと怪談を活かして、焼津のまちに賑わ
いを創出しようという意図で資源化に取り組み、同地でも手ぬぐい、シールなどいくつかの商
品がすでに製作されている。 
2017 年 10 月には、焼津小泉八雲記念館開館 10 周年記念事業として、「地域資源としての文
学」のテーマで両大学の学生がシンポジウム発表を行った。来場者からは、斬新な内容が好評
だった。地域活性化だけでなく文学の若年層への広がりという視点でも注目されよう。 
(5)小泉八雲朗読のしらべ 
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松江出身の俳優佐野史郎氏と、同じく松江出身の世界的なギタリスト山本恭司氏による、ハ
ーンの作品を朗読と音楽で堪能するユニークな文化イベントを、2008 年から毎年、テーマを変
えて実施していている。筆者は朗読に先立つ導入のトークと監修を担当している。2017 年のテ
ーマは「夢幻―夢とうつつのあわいに現れるものたち―」。すでに 11回目を迎え、全国からフ
ァンも来松するようになり、文化創造への寄与とともに交流人口の増加にも貢献している。今
では佐野・山本両氏のライフワークともなり、また松江以外の各地から公演依頼が届くように
なった。（2017 年は彦根、下関）2014 年にはギリシャのレフカダとコルフ、2015 年にはアイ
ルランドのダブリン、ウォーターフォード、ゴールウェイでの公演も行い、字幕付きの日本語
の朗読であったが、会場はスタンディング・オベイションとなった。従来とは異なる文学の表
現法、楽しみ方として今後の進展が期待される。 
(6)アートで活かす小泉八雲の精神性～”The Open Mind of Lafcadio Hearn 展”の開催～ 
ギリシャ人のハーン愛好者でアート・ディーラーのタキス・エフスタシウ氏の提案により、
2009 年より「オープン・マインド・オブ・ラフカディオ・ハーン」のテーマによる造形美術展
や国際シンポジウムを行ってきた。発端は 2008 年にタキス氏が、ハーンの精神性の根幹を「オ
ープン・マインド」ととらえ、共生社会が求められる 21 世紀に必要な思考として、世界中の人
がわかりやすいアートを通して広めようと提案したことによる。 
2009 年にはギリシャ・アテネのアメリカン・カレッジで第 1回目の造形美術展が開催され、
翌、2010 年は松江城の天守閣で、2011 年はニューヨークの日本クラブで、2012 年にはニュー
オーリンズのテュレーン大学で、主催者と作品を変えて実施された。いずれもハーンと関わり
の深い土地である。主としてウェブ上でアーティストに呼びかけ、ハーンのオープン・マイン
ドに共感する作家に造形作品を寄贈してもらうというやり方は文化資源学的着想に基づくもの
だ。初回のアテネでのオープニングには 500 人が訪れ、松江開催時にも、期間内の松江城登閣
者数が例年の 1.5 倍となった。 
2014 年にはハーンの生誕地ギリシャ・レフカダで、あらためて八雲の「オープン・マインド」
とは何かを検証する国際シンポジウムを行い、ギリシャ・アイルランド・マルティニーク・日
本出身の 9名のパネリストによる発表とパネル・ディスカッションを実施した。ここで導かれ
た方向性は「自分がこうだと思っていることが絶対ではなく、それが最終の結論でもなく、そ
こから次に新しい道が開かれていく。子どもたちには常にそういう新しい道を開いていくとい
う場を提供しなければならない」という内容だった。 
シンポジウムにあわせてレフカダにオープンしたラフカディオ・ハーン・ヒストリカル・セ
ンターには、その後、ギリシャ各地から子どもたちが遠足や社会科見学で訪れ、ワークショッ
プも開催されてハーンのオープン・マインドや異文化理解の大切さを学んでいる。 
(7)トラモア「小泉八雲庭園」(Lafcadio Hearn Gardens)のオープン（2015 年 6月 26 日） 
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幼年期のハーンがよく訪れたアイルランド南部の保養地トラモアでは、2012 年、歴史家のア
グネス・エイルワード氏が中心となり、ウォーターフォード市が保有する 1ヘクタールの土地
をに「ハーンの庭」をつくる構想が持ち上がった。トラモア開発トラスト（Tramore Development 
Trust）という既存の NPO 組織を活用し、その下部組織として「ラフカディオ・ハーン・ガーデ
ン・プロジェクト」を組織し、日本万国博覧会記念基金やアイルランド政府の支援を得て、わ
ずか、2 年半ほどで完成にこぎつけた。ジャポニズムを反映した日本庭園ではなく、ハーンの
人生を「旅の始まり―トラモアとの縁」「船出―未来の予感」「アメリカへの旅」「ギリシャ
の庭」「日本への到着」「せせらぎの庭」「森林」「平和と調和の庭」「生き神様の伝説」と
いうテーマを設定した 9つの庭を配置し、回遊することでハーンの多様性や自然と人間の関係
の在り方を探求しようという趣旨のユニークな庭園だ。 
維持管理に際して CE スキームという失業者対策の助成を利用し、庭園管理技術とハーンの知
識を学んだ訓練生がガイドにあたっている。雇用対策とも連動した管理運営システムも現代に
ふさわしい。2017 年 7月の訪問時には、ビジターセンターや案内看板も整い、トラモアの新し
い文化資源として、定着、発展する状況がみられた。 
 
おわりに：持続可能な共生社会をめざす動きの中で 
経済学者のガルブレイスは、将来は GDP(gross domestic product)から GNE(gross national 
enjoyment)の時代へとシフトすると予言した。また宗教学者のハービー・コックスは“to have
”から”to be”の時代に移行すると指摘した。つまり、「どれだけものをつくるか、もつか」
から「どれだけ人生を楽しむか、どのように生きるか」へと価値観がシフトするということだ。
そういう時代を考える時、文学研究や普及活動の蓄積を踏まえた資源的活用は非常に有効だと
思われる。ただ、文化がソースとしてしっかり活かされているか、一過性のエンターテインメ
ントではなく持続可能な文化創造になっているかをしっかりと見極めなければならない。 
上記の例からはその効果としての地域活性化、とりわけ「関係人口」（定住人口でも交流人
口でもない、地域に多様に関わる応援団）を育む点で貢献しているのではないかと感じる。ま
た、人文科学の新しい社会貢献のあり方としても有意義であると考えている。 
